

















mm)に 1000 mm の高さから落下させ、試験前の
試料の質量W1 (mg)と試験後の質量W2(mg)を測
定し、測定時間 T (sec)から次の式 1 を用いて耐
摩耗性 WR (s/mg)を算出する。
𝑊𝑊𝑊𝑊 =  
𝑇𝑇
𝑊𝑊1−𝑊𝑊2








販の塩化ビニルパイプを 970 mm でカットし使用した。研削砥粒にはナニワ研磨工業の「金















の試験結果を示す。試料 A は着色のみ、試料 B は着色と皮膜処理
を施した。試料 A の耐摩耗性は平均 63.23 s/mg (SD=17.11)、試料
B は平均 421.695 s/mg (SD=153.05)だった。この 2 つの結果に差
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3. 岡田陽裕,富山大学工学部材料機能工学科卒業論文発表会講演概要集



























図 2 作成した装置 
図 3 試験後の試料 
赤丸内が研削部分
A 
図 4 耐摩耗性の比較 
試料 A は着色のみ、試料 B は着色+皮膜処理 
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